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安定化処理を行った。埋立模擬実験は直径 300mm、有効高さ 1000mm の模擬埋立槽を用い
た。キレート剤は有機キレート剤 (ジチオカルバミン酸系、ピペラジン系）及び無機キレ
ート剤(無機リン系を用い、埋立模擬槽へは飛灰と主灰を重量比で 3：7 に混合した。（通
水確保のために 30mm 砕石を飛灰重量比で 30％混合した。）これを高さ 1,000mm となるよ
うに充填し、締め固めた。平均の埋立密度は 0.85 ㎏/㎥となった。埋立層内部に水が滞水
しない埋立地を模擬したものと埋立層内部に水が滞水した状態を模擬したものに排ガス
処理方法の異なる飛灰とキレート剤 3 種類の組み合わせ、計 21 本を設置し RUN1～21 と






























































た。本論文はこれらを 3 つの査読付き論文にまとめたものである。 












公聴会には 23 名の出席者があり、申請者による約 45 分の発表の後、出席者から 15 件の
質疑があった。申請者は全ての質疑に対し明確かつ丁寧な回答を行った。公聴会後、審
査員による本分野における知見確認のための質問、および英語の試験を 30 分間行い、合
と判定した。 
